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（単位：億円）
連結 個別 連単倍率

2014-1Q 2013-1Q 増減 2014-1Q 2013-1Q 増減 2014-1Q 2013-1Q

売上高 7,912 7,175 ＋737
（＋10.3%）

7,023 6,345 ＋678
（＋10.7%）

1.13 1.13

営業損益 △398 △278 △119
（－）

△513 △357 △155   
（－）

－ －

経常損益 △322 △425 ＋102
（－）

△372 △170 △201
（－）

－ －

四半期純損益 △290 △334 ＋44
（－）

△281 △47 △234
（－）

－ －

（単位：億円）
連結 個別

2014/6末 2014/3末 増減 2014/6末 2014/3末 増減

総資産 76,570 77,775 △1,204
（△1.5%）

68,137 69,162 △1,024
（△1.5%）

有利子負債 44,082 43,968 ＋114
（＋0.3%）

39,694 39,547 ＋147
（＋0.4%）

自己資本比率 15.2% 15.3% △0.1% 11.5% 11.7% △0.2%

決算概要（連結・個別）
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2014-1Q 2013-1Q 増減

販売電力量（億kWh）
（対前年同期比、％）

316 324 △9

電灯 100 105 △5
電力 215 219 △4

原子力利用率（％） 0.0 24.8 △24.8

出水率（％） 84.5 85.9 △1.4

全日本原油ＣＩＦ価格（$／ｂ） 109.5 107.7 +1.8

為替レート(ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ)（円／$） 102 99 +3

金利（長期プライムレート）（％） 1.20 1.23 △0.03

（97.4）

（95.4）

（98.3）

（97.3）

（97.2）

（97.3）

主要データ（個別）
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販売電力量の状況

（実績）

節電・省エネルギーへのご協力をいただいたこと
や、産業用の大口電力が減少したことなどから、
総販売電力量は、315億8千万kWhと、前年同期
に比べて2.6%減少しました。

【対前年同期比較】 【販売電力量の実績・見通し】

（単位：億kWh）

（見通し）
節電のお願いによる下期の販売電力量の見
通しへの影響の見極めが困難であることから、
通期の販売電力量の見通しは未定としており
ます。

4月 5月 6月 第1Q累計
3,691 3,501 2,851 10,043
(98.9) (90.5) (97.5) (95.4)
323 314 320 957

(100.8) (92.0) (94.5) (95.7)
66 70 53 188

(95.4) (85.3) (92.6) (90.7)
388 383 373 1,145

(99.8) (90.7) (94.2) (94.8)
4,079 3,884 3,224 11,188
(99.0) (90.5) (97.1) (95.4)
6,746 6,634 7,012 20,392
(99.7) (98.5) (97.4) (98.5)

10,826 10,518 10,236 31,580
(99.4) (95.4) (97.3) (97.4)

2,406 2,302 2,534 7,243

(98.7) (96.1) (95.4) (96.7)

4,340 4,331 4,478 13,150

(100.2) (99.9) (98.5) (99.5)
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5経常収益・費用増減（個別）
(単位：億円） 2014-1Q 2013-1Q 増減 増減説明

経常収益合計 7,300 6,674 ＋625
（売上高再掲） （7,023） （6,345） （＋678）

電灯電力料収入 6,454 5,882 ＋572

その他 845 792 ＋53 再エネ特措法交付金 ＋89

経常費用合計 7,672 6,845 ＋827
人件費 551 564 △13

燃料費 2,902 2,516 ＋386 火力燃料費 +414
原子燃料費 △28

原子力ﾊﾞｯｸｴﾝﾄﾞ費用 100 121 △20
修繕費 420 304 ＋116 火力 +78、配電 +36

公租公課 356 357 △1
減価償却費 739 697 ＋42
購入電力料 1,455 1,202 ＋252 他社+207、地帯間購入+45

支払利息 128 130 △2
その他 1,017 950 ＋66 再エネ特措法納付金 ＋79

経常損益 △372 △170 △201

四半期純損益 △281 △47 △234

・販売電力量の減少による減 △150
・燃料費調整額による増 ＋380
・料金改定影響による増 ＋300

・原子力利用率の低下 ＋680
・購入電力量の増 △200
・販売電力量の減 △120
・円安 ＋130
・燃料価格の変動 ＋10
・火力熱効率の向上等 △90
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（単位：億円） 2014/6末 2014/3末 増減 増減説明

資 産 68,137 69,162 △1,024
設備投資による増 ＋535
減価償却による減 △746
現金・預金の減 △961

負 債 60,317 61,095 △778
有利子負債の増 ＋147
買掛金・未払費用等 △1,104

純資産 7,820 8,066 △246
四半期純損失 △281
評価・換算差額等 ＋35

貸借対照表の増減（個別）
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（単位：億円） 2014/6末 2014/3末 増減 増減説明

資 産 76,570 77,775 △1,204 設備投資による増 ＋735、減価償却による減 △951
現金・預金の減△1,010

負 債 64,729 65,643 △914 有利子負債の増＋114、支払手形及び買掛金等△1,021

純資産 11,840 12,131 △290 四半期純損失△290

経常収益・費用増減（連結）
(単位：億円） 2014-1Q 2013-1Q 増減 増減説明

経常収益合計 8,140 7,250 ＋890
（売上高再掲） （7,912） （7,175） （＋737）

電気事業営業収益 6,829 6,153 ＋676 電灯電力料収入＋572

その他事業営業収益 1,083 1,022 ＋60 情報通信分野における外販売上高＋26
営業外収益 227 74 ＋152 有価証券売却益＋116

経常費用合計 8,463 7,675 ＋787
電気事業営業費用 7,350 6,507 ＋843 燃料費＋386、購入電力料 ＋252

その他事業営業費用 959 946 ＋13

営業外費用 152 222 △69

経常損益 △322 △425 ＋102

四半期純損益 △290 △334 ＋44

包括利益 △280 △228 △52

貸借対照表の増減（連結）
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＊（ ）内は対前年同期差を表す。

（単位：億円）

報告セグメント

その他 合計 調整額 連結ベース

電気事業
情報通信
事業

売上高
6,856

（＋675）
510

（＋30）
1,219

（＋91）
8,585

（＋797）
△672
（△60）

7,912
（＋737）

外販売上高
6,829

（＋676）
422

（＋26）
660

（＋34）
7,912

（＋737）
－

7,912
（＋737）

営業損益
△520

（△175）
49

（＋6）
62

（＋46）
△408

（△122）
10

（＋3）
△398

（△119）

セグメント別決算概要
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2014年度 業績予想（連結・個別）

第２四半期累計期間の利益予想および通期業績予想につきましては、供給力の見通

しが不透明であり、また、節電のお願いによる下期の販売電力量の見通しへの影響の

見極めが困難であることなどから、一定の前提を置いて業績を想定することができない

ため、未定としておりましたが、第２四半期累計期間については、最近の需給状況等を

踏まえ、業績予想を算定しましたのでお知らせいたします。

なお、通期業績予想につきましては、供給力の見通しが不透明であり、また、節電の

お願いによる下期の販売電力量の見通しへの影響の見極めが困難であることなどか

ら、現時点では一定の前提を置いて業績を想定することができないため、引き続き未

定とさせていただきます。今後、業績予想の算定が可能となった時点において、速やか

に開示いたします。

＜業績予想＞

＜配当予想＞

第２四半期累計期間の業績予想において厳しい収支状況が見込まれ、先行きについ

ても、経営環境は依然として不透明であることなどから、今年度の中間配当を実施しな

いことといたします。

なお、期末配当予想については、通期の業績予想が依然として見通せない状況であ

ることから、引き続き未定とさせていただきます。
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2014年度 第２四半期累計期間業績予想（対前年同期実績）

（単位：億円）
連結 個別

2014-2Q 2013-2Q 増減 2014-2Q 2013-2Q 増減

売上高 17,000 16,114 ＋885 15,300 14,397 ＋902
営業損益 △400 539 △939 △550 339 △889
経常損益 △400 315 △715 △500 439 △939
四半期純損益 △290 150 △440 △300 347 △647

（単位：億円） 2014-2Q 2013-2Q

原子力利用率 ：１％ 63 59
出水率 ：１％ 12 11
全日本原油ＣＩＦ価格 ：１$/ｂ 50 43
為替レート ：１円/$ 68 60
金利 ：１％ 24 20

＜主要データ＞ ＜影響額＞

2014-2Q 2013-2Q

販売電力量（億kWh） 687 701
電灯 214 227

電力 473 475

原子力利用率（％） 0.0 21.7
出水率（％） 91.9 97.9
全日本原油ＣＩＦ価格（$/ｂ） 110程度 107.7
為替レート（ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ）（円/$） 105程度 99
金利（長期ﾌﾟﾗｲﾑﾚｰﾄ）（％） 1.2程度 1.28

＊上記の｢影響額｣については、一定の前提に基づき算定した
理論値であり、前提諸元が急激かつ大幅に変動する場合等には、
上記の影響額により算出される変動影響が実際の費用変動と
乖離する場合があります。

（－）

（－）

（－）

（＋5.5％）

（－）

（－）

（－）

（＋6.3％）

中間 期末 年間

1株当たりの配当金 0円 未定 未定

【2014年度配当予想】
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グループ事業の決算概要



12グループ事業の決算概要

※１ 本表の数値は、原則、連結決算上の相殺消去等を行う前の、各社実績を単純合計した数値である。

※２ 附帯事業（ガス事業、燃料販売事業、蒸気供給事業の一部）を含む。

（経常利益は持分法適用会社の持分相当額を算入）

（単位：億円）
2014-

1Q
2013-

1Q 増減 増減説明

グループ事業

全体 ※１

外販売上高 1,075 1,012 ＋ 63

経常損益 123 70 ＋ 52

総合

エネルギー ※２

外販売上高 231 219 ＋ 12
・ガス販売単価の増

経常損益 17 △5 ＋ 22

情報通信
外販売上高 422 395 ＋ 26

・ＦＴＴＨ顧客の増

経常損益 42 36 ＋ 6

生活アメニティ
外販売上高 177 222 △45

・住宅分譲戸数の減

経常損益 24 34 △9

その他
外販売上高 243 173 ＋ 69

・工事の受注増

・ＬＮＧプロジェクト参画会社の売上増
経常損益 39 5 ＋ 33



13グループ事業の通期収支見通し

（単位：億円） 2014予想 4月公表 増減 増減説明

グループ事業

全体 ※１

外販売上高 － － － グループ事業全体及びその他
についての収支見通しは未定と
しております。経常利益 － － －

総合

エネルギー ※２

外販売上高 1,110 1,160 △50 ・ガス販売数量の減

経常利益 70 70 0

情報通信
外販売上高 1,770 1,770 0

経常利益 130 130 0

生活アメニティ
外販売上高 960 960 0

経常利益 90 90 0

その他
外販売上高 － － －

経常利益 － － －

※２ 附帯事業（ガス事業、燃料販売事業、蒸気供給事業の一部）を含む。

（経常利益は持分法適用会社の持分相当額を算入）
※１ 本表の数値は、原則、連結決算上の相殺消去等を行う前の、各社計画及び実績を単純合計した数値である。
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参考資料
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（単位：億円）
2014-2Q
（予想）

2013-2Q
（実績）

増減 増減説明

売上高 15,300 14,397 ＋902 ・販売電力量の減

・販売単価の増

△280
＋1,050

経常損益 △500 439 △939

・販売電力量の減

・販売単価の増

・燃料価格の変動等

・原子力利用率の低下

△80
＋1,050
△600

△1,310

四半期純損益 △300 347 △647

経常損益の変動要因（対前年度同期）

2014年度第２四半期累計期間業績予想の増減説明（個別）

前年実績

販売単価の増 燃料価格上昇影響等販売電力量の減

今回予想

原子力利用率
の低下

439
△80

＋1,050
△600

△1,310

△500
・売上高の減△280
・燃料費の減＋200

△939億円
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各事業における販売状況等

2014年3月末 2014年6月末
2015年3月末
（見通し）

情報通信 ＦＴＴＨサービス 148.4万件 150.4万件 155.9万件

2013-1Q累計 2014-1Q累計
2014
（見通し）

総合

ｴﾈﾙｷﾞｰ

ガス・重油販売量
（ＬＮＧ換算）

19万トン 16万トン 80万トン
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ご質問・お問い合わせ等は、下記までお願いします。

担 当： ＩＲチーム 菊岡、松木、加藤

電話番号：０６－７５０１－０３１５
０５０－７１０４－１８１８（菊岡）
０５０－７１０４－１８１２（松木）
０５０－７１０４－１８４７（加藤）

Ｆ Ａ Ｘ：０６－６４４１－０５６９

e – mail：kikuoka.masafumi@b2.*****.co.jp（菊岡）

matsuki.tomohiro@a3.*****.co.jp（松木）
kato.masaru@a3.*****.co.jp（加藤）

「*****」には「kepco」と記入してください。

本資料に記載されている当社の業績予想および将来予測は、現時点で入手可能な情

報に基づき、当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。

そのため、様々な要因の変化により、実際の業績は、これらの見通しとは異なる結果と

なる可能性もあることをご承知おき下さい。


